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人
事
院
は
１８
日
、「
給
与
構
造
の
基
本
的
見
直
し
に
つ
い
て

（
措
置
案
）」（
以
下
「
措
置
案
」）
を
公
務
労
組
連
絡
会
に
提

示
し
ま
し
た
。
６
月
２０
日
頃
の
「
骨
太
２
０
０
５
」
閣
議
決
定

で
「
地
方
公
務
員
の
賃
金
削
減
」
を
明
記
し
、
そ
の
後
押
し
の

も
と
で
、
本
年
人
事
院
勧
告
で
地
域
格
差
・
職
務
給
強
化
・
査

定
賃
金
導
入
を
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
を
自
治
労
連
の
夏
季
闘
争
方
針
に
も
と
づ
き
強
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
措
置
案
」
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
措
置
案
」
概
要

人
事
院
が
今
夏
の
給
与
勧
告

に
盛
り
込
む
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
構
造

改
革
「
措
置
案
」
の
概
要
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
民
間
給
与
が

低
い
地
域
を
考
慮
し
、
基
本
給

を
５
％
程
度
引
き
下
げ
る
が
、

年
功
的
給
与
を
見
直
す
観
点
か

ら
、
３０
歳
代
半
ば
以
降
の
職
員

に
つ
い
て
は
削
減
率
を
拡
大

し
、
最
大
７
％
程
度
と
す
る
こ

と
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

措
置
案
で
は
、
基
本
給
の
削

減
率
に
つ
い
て
、
各
府
省
の
局

長
や
審
議
官
な
ど
も
７
％
程
度

と
す
る
こ
と
を
示
唆
。
逆
に
、

新
卒
者
は
引
き
下
げ
を
行
わ
な

い
方
向
で
、
若
年
層
の
職
員
に

つ
い
て
も
５
％
未
満
に
抑
制
す

る
方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
基
本
給
引
き
下
げ
に

伴
い
、
民
間
給
与
が
高
い
地
域

に
は
現
在
の
調
整
手
当
に
替
え

て
「
地
域
手
当
」
を
新
設
す
る

が
、
調
整
手
当
の
支
給
率
が
基

本
給
な
ど
の
３
〜
１２
％
の
４
段

階
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
域
手

当
は
３
〜
１８
％
の
６
段
階
に
設

定
し
、
調
整
幅
を
拡
大
し
た
。

地
域
手
当
の
支
給
地
域
に
つ

い
て
は
、
民
間
賃
金
を
基
礎
資

料
と
し
、
人
口
５
万
人
以
上
の

市
を
単
位
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
を
明
示
し
た
。

民
間
給
与
が
最
も
高
い
東
京

都
で
は
、
基
本
給
を
５
％
引
き

下
げ
て
も
、
地
域
手
当
１８
％
に

替
わ
る
こ
と
で
、
現
行
の
給
与

水
準
が
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
る
。
し

か
し
、
大
都
市
以
外
で
は
引
き

下
げ
と
な
る
地
域
が
大
半
と
な

る
。

今
回
の
措
置
案
は
地
方
公
務

員
に
も
連
動
す
る
給
与
の
大
幅

な
引
き
下
げ
で
あ
り
、
地
域
格

差
を
拡
大
す
る
大
改
悪
案
と
い

え
る
。
私
達
自
治
労
連
は
、
措

置
案
を
断
じ
て
許
さ
ず
、
職
場

を
基
礎
に
し
た
学
習
会
や
公

務
・
民
間
の
仲
間
と
共
同
し
た

決
起
集
会
、
新
し
い
署
名
運
動

に
と
り
く
み
、
粘
り
強
い
闘
い

を
全
組
合
員
の
力
で
や
り
ぬ
こ

う
。

中中
高高
年年
のの
基基
本本
給給
��
％％
下下
げげ
なな
どど

学
習
を
強
め
、
職
場
地
域
か
ら
は
ね
返
そ
う
�

消費税の大大増増税税反反対対、、介介護護保保険険改改悪悪許許すすななななどど署署名名のの山山

国国民民とと公公務務員員労労働働者者のの分分断断
許許ささずず、、憲憲法法とと平平和和をを守守るる
取取りり組組みみとと結結合合ささせせよようう

五
月
晴
れ
の
５
月
２０
日
、「
許

す
な
憲
法
改
悪
！
守
ろ
う
国
民

生
活
５
・
２０
国
会
包
囲
国
民
大

行
動
」
が
東
京
霞
ヶ
関
一
帯
で

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
べ
１
万

人
が
参
加
。
公
務
労
組
連
絡
会

の
２
０
０
５
夏
季
闘
争
第
１
次

中
央
行
動
と
し
て
も
と
り
く
ま

れ
、
こ
の
日
ま
で
に
給
与
構
造

見
直
し
反
対
の
署
名
は
６０
万
筆

が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
県

本
部
か
ら
８
単
組
３８
人
が
終
日

行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
昼
休

み
に
か
け
て
総
務
省
前
で
自
治

労
連
独
自
の
要
求
行
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
で
駒
場

忠
親
委
員
長
は
「
６
月
２０
日
ご

ろ
と
さ
れ
る
『
２
０
０
５
骨
太

方
針
』、
通
常
国
会
の
会
期
末

も
控
え
て
た
い
へ
ん
重
要
な
時

期
。
三
位
一
体
改
革
、
公
務
員

賃
金
引
下
げ
、
公
務
員
バ
ッ
シ

ン
グ
と
、
国
民
と
公
務
員
労
働

者
の
間
に
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
も

う
と
す
る
の
が
政
府
・
財
界
の

ネ
ラ
イ
。
憲
法
と
平
和
を
守
る

た
た
か
い
と
結
合
さ
せ
て
と
り

く
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
県
本
部
を
代
表
し
て
大
澤

財
政
局
長
が
決
意
表
明
し
、「
愛

知
で
は
通
勤
手
当
や
住
宅
手

当
、
な
ど
諸
手
当
の
改
悪
が
続

い
て
い
る
。
最
低
賃
金
引
き
上

げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
給

与
構
造
見
直
し
反
対
な
ど
の
課

題
で
県
内
の
自
治
体
首
長
に
春

の
要
請
行
動
を
と
り
く
ん
で
い

る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
は
大

運
動
実
行
委
員
会
に
結
集
す
る

様
々
な
分
野
の
団
体
が
参
加

し
、「
憲
法
守
れ
」「
大
増
税
反

対
」「
介
護
保
険
改
悪
反
対
」

な
ど
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
デ

モ
行
進
後
、
自
治
労
連
独
自
行

動
と
し
て
�
２
０
０
５
骨
太
方

針
、
�
郵
政
民
営
化
、
�
国
民

投
票
法
案
に
つ
い
て
議
員
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

弱
い
も
の
い
じ
め
の
小
泉

「
構
造
改
革
」
に
よ
り
、
大
変

な
事
態
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ト

ヨ
タ
な
ど
大
企
業
を
優
遇
す
る

一
方
、
地
方
交
付
税
な
ど
財
政

を
大
幅
に
削
り
、自
治
体
で
は
、

福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ

ト
、
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
・
職

員
削
減
が
起
き
て
い
ま
す
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、

地
方
財
政
確
立
、
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
職
場
め
ざ

し
、「
地
方
交
付
税
の
削
減
に

反
対
し
、
地
方
財
源
の
拡
充
」

と
「
賃
金
引
下
げ
の
給
与
構
造

の
見
直
し
を
行
な
わ
な
い
よ

う
」
な
ど
、
要
請
し
ま
し
た
。

「
今
の
ま
ま
で
は
、
ふ
る
さ

と
は
な
く
な
る
」「
小
泉
政
治

は
、
地
方
切
捨
て
だ
」
懇
談
で

は
、
三
河
山
間
町
村
か
ら
、
こ

ん
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。「
万

博
の
た
め
の
橋
げ
た
一
つ
で
村

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
」「
税

源
移
譲
と
言
っ
て
も
人
数
割
り

で
は
、財
源
が
確
保
さ
れ
な
い
。

緑
や
水
な
ど
は
、
山
間
町
村
が

あ
っ
て
こ
そ
。
森
林
環
境
水
源

税
な
ど
考
え
て
」
な
ど
、
切
実

な
山
間
部
の
事
情
か
ら
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体

も
追
い
詰
め
ら
れ
て
き
て
い

る
、
と
感
じ
ま
し
た
。
役
場
の

方
の
話
に
は
、
財
政
が
厳
し
い

中
で
も
、
住
民
の
た
め
に
何
と

か
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
組
合
と
も
思
い
は
同
じ
で

す
」
の
声
も
。
小
泉
「
構
造
改

革
Ｎ
Ｏ
」、
暮
ら
し
守
る
自
治

体
づ
く
り
に
奮
闘
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン（
５
／
１６
〜
１９
）

愛愛
知知
県県
内内
５５５５
市市
町町
村村
へへ
要要
請請

地
方
財
源
の
拡
充
・
給
与
構
造
見
直
し
・
最
賃
、公
契
約

５５．．２２００
中中央央行行動動

１１万万人人
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保
育
所
部
会
の
若
手
保
育
士

で
企
画
す
る
「
ま
あ
せ
ん
せ
い

と
あ
そ
ぼ
う
」
が
５
月
１４
日
、

サ
ン
笠
寺
で
開
催
さ
れ
、
８
単

組
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
毎
年
、
新
年
度
の
体
制
が

落
ち
着
い
て
く
る
こ
の
時
期

に
、
各
単
組
の
若
い
保
育
士
が

実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
保
育

に
使
え
る
実
践
的
な
企
画
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
講
師

を
お
願
い
し
た
「
ま
あ
せ
ん
せ

い
」（
菊
池
政
隆
さ
ん
）
は
２８

歳
の
現
役
保
育
士
で
、
手
遊
び

や
お
ど
り
・
歌
を
つ
く
り
、
全

国
で
公
演
や
研
修
会
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
実

際
に
自
分
た
ち
が
子
ど
も
に
な

り
先
生
に
な
り
楽
し
み
な
が

ら
、
歌
と
お
ど
り
を
覚
え
ま
し

た
。
後
半
は
、
担
当
年
齢
ご
と

に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
感
想

を
出
し
合
い
な
が
ら
保
育
の
悩

み
や
手
遊
び
な
ど
も
交
流
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段

話
せ
な
い
他
の
自
治
体
の
保
育

士
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
」「
す

ぐ
に
使
え
る
実
践
的
な
企
画
は

た
く
さ
ん
や
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

６
月
５
日
は
２４
節
気
の
一

つ
、
芒
種
（
ぼ
う
し
ゅ
）。

雨
が
降
り
続
き
、
カ
マ
キ
リ

や
ホ
タ
ル
な
ど
が
現
れ
る
時

期
と
言
わ
れ
ま
す
。
６
月
２１

日
は
夏
至
で
、
梅
雨
の
真
っ

盛
り
で
す
。

こ
の
時
期
は
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
花

を
咲
か
せ
た

樹
木
の
多
く

が
実
を
大
き

く
し
ま
す
。

人
間
も
同
様

に
気
力
が
充

実
し
、
活
動

的
に
な
る
季

節
で
す
。

一
方
、
５
月
の
さ
わ
や
か

な
気
候
に
な
れ
た
体
は
長
雨

や
底
冷
え
な
ど
に
適
応
で
き

ず
、
下
痢
や
食
欲
不
振
の
ほ

か
、
リ
ウ
マ
チ
、
座
骨
神
経

痛
な
ど
の
持
病
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
梅

雨
の
湿
邪
が
原
因
。
手
足
を

冷
気
や
湿
気
か
ら
守
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
入
浴

時
に
は
し
っ
か
り
湯
に
つ

か
っ
て
体
を
温
め
る
事
が
大

切
で
す
。
旬
を
迎
え
る
ト
マ

ト
や
キ
ュ
ウ
リ
だ
け
で
な

く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
根
菜
も
き
ち
ん
と

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
影
響
を
う
け

る
の
が
足
の
少
陽
胆
経
と
い

う
経
絡
で
す
。
こ
の
経
絡
に

は
目
の
外
側
か
ら
耳
、
肩
を

回
り
、
体
の
脇
か
ら
も
も
の

外
側
を
下
っ
て
、
足
の
第
四

指
の
つ
ま
先
ま
で
、
左
右
で

８６
の
ツ
ボ
が
あ
り
ま
す
。

肩
こ
り
や
偏
頭
痛
、
座
骨

神
経
痛
の
予
防
、
あ
る
い
は

痛
み
が
始
ま
っ
た
時
は
、
こ

の
経
絡
に
あ
る「
丘
墟（
き
ゅ

う
き
ょ
）」「
臨
泣（
り
ん
き
ゅ

う
）」
を
指
圧
し
た
り
、
お

き
ゅ
う
し
て
刺
激
し
て
く
だ

さ
い
。
は
じ
め
は
痛
み
が
あ

り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る

と
ぽ
か
ぽ
か
暖
か
く
な
り
、

気
持
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

寝
違
え
や
五
十
肩
の
初
期
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

２００５年あいち平和行進コース一覧イ
ケ
面
先
生
�

ま
あ
せ
ん
せ
い

ツボの話

梅
雨
の
時
期
に

覚
え
て
お
き
た
い
ツ
ボ

と
あ
そ
ぼ
う
〈
保
育
所
部
会
・
若
者
企
画
〉

若
手
保
育
士
が
ま
あ
せ
ん
せ

い（
写
真
下
）
と
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。

５
月
１５
日
、
県
本
部
の
改
修

工
事
の
関
係
で
労
働
会
館
を
会

場
に
第
１２
回
自
治
労
連
愛
知
県

本
部
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。Ａ
の
部（
有
段
）、

Ｂ
の
部（
級
）に
分
け
て
対
戦
。

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
出
場
権
は

Ａ
の
部
上
位
三
位
ま
で
の
入
賞

者
。
和
や
か
な
中
に
も
緊
張
す

る
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
入
賞
者
は
以
下
の
通
り

で
す
。
来
る
６
月
１８
日
の
東
海

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
囲
碁
・
将
棋
大

会
へ
は
、
Ａ
の
部
の
６
人
が
７

月
８
日
〜
９
日
の
全
国
大
会
出

場
を
か
け
て
奮
闘
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

８
９
６
号
の
答
え
は
「
サ
ク

ラ
ナ
ミ
キ
」
で
し
た
。
３３
名
の

応
募
が
あ
り
全
員
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
券
を
送

り
ま
す
。

横
山

恵
子

（
安
城
ヘ
ル
パ
ー
分
会
）

西

京
子（
名
古
屋
市
職
労
）

水
野
美
津
江（
瀬
戸
市
職
労
）

大
澤

久
子（
瀬
戸
市
職
労
）

小
幡

和
子（
西
尾
市
職
）

下
條
由
香
子（
豊
川
市
職
労
）

日
比
野
順
子（
学
事
労
）

鈴
木

俊
子（
蒲
郡
市
職
）

対
馬

正
浩（
豊
橋
市
職
労
）

矢
島

文
教（
学
事
労
）

◆
万
博
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

日
立
館
は
お
す
す
め
で
す
（
宮

澤
純
子
・
瀬
戸
市
職
労
）◆
や
っ

と
花
粉
も
終
わ
り
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
本
当
に
多

か
っ
た
。
来
年
は
少
な
い
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
（
鈴
木
喜
久

男
・
豊
橋
市
職
労
）
◆
抹
茶
で

有
名
な
西
尾
市
で
す
。
お
茶
摘

み
の
季
節
が
き
ま
し
た
。
市
内

の
小
・
中
学
生
も
こ
の
時
期
お

茶
摘
み
体
験
を
し
ま
す
（
杉
浦

智
佳
・
西
尾
市
職
）
◆
新
緑
の

中
、
自
転
車
で
地
域
を
走
り

回
っ
て
い
ま
す
。
雨
の
日
は
ゆ

う
う
つ
で
す
（
坂
部
京
子
・
名

古
屋
市
職
労
）
◆
水
道
の
メ
ー

タ
ー
を
見
て
肉
体
を
使
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ツ
ボ
の
話
は
た
め

に
な
り
ま
す
実
際
に
体
験
し
て

ま
す
（
宮
道
順
子
・
豊
橋
市
職

労
）◆
只
今
育
児
休
業
中
で
す
。

名
古
屋
市
長
選
挙
の
投
票
率
の

低
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
の
有
効
っ
て
言
え

る
の
？
真
剣
に
考
え
て
し
ま
い

ま
す
（
小
林
幸
知
・
春
日
井
市

職
労
）
◆
万
博
の
チ
ケ
ッ
ト

買
っ
た
け
ど
…
い
つ
、
ど
う

い
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
見
学
で

き
る
の
か
な
？

け
っ
こ
う
５

月
５
日
は
ス
ム
ー
ズ
に
見
る
こ

と
が
出
来
た
よ
と
い
う
人
が
い

て
。（
牧
容
子
・
西
尾
市
職
）

県
本
部
囲
碁
将
棋
大
会

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

ブ
ロ
ッ
ク
出
場
者
決
ま
る

将棋Ａの部囲碁Ａの部
優勝 広田英也（名古屋市職労）
２位 鈴木栄児（名古屋市職労）
３位 安富 徹（名古屋市職労）

優勝 袖岡正典（名古屋市職労）
２位 鳥居信一（豊川市職労）
３位 杉山 満（名水労）

将棋Ｂの部囲碁Ｂの部
優勝 山藤松治（名古屋市職労）
２位 伊藤善秀（名水労）
３位 池田俊一（豊橋市職労）

優勝 大矢 晃（名古屋市職労）
２位 北川峰孝（名水労）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
６
月
３０
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

伊藤直子
鍼灸師


